
事業計画書
（地域再エネ発電設備の導入）
～太陽光発電設備（500kW以上）～

	設備を設置する場所
	施設の名称
	

	
	施設の住所
	福島県双葉郡大熊町

	
	所有代表者
	

	連携点
	電柱番号
	

	発電システム総出力
	※太陽電池モジュールとパワーコンディショナいずれか低い方の出力を記載
　kW

	工事着手日
	年　　月　　日

	工事完了予定日
	年　　月　　日

	設置業者
	

TEL:　　　　　　　　　担当者:

	本補助金以外の
補助金を
[bookmark: _GoBack]利用していない
	□はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□いいえ【補助金名称：　　　　　　　　　　　　　】
※大熊町ゼロカーボン補助金は国庫補助金との併用ができません。すでに他補助金を受領している場合は、確認のため「いいえ」にチェックを入れて、補助金名称を記載してください。　


※本事業計画における太陽光設置場所の写真、電気設備図（平面配置図、電気系統図、単線結線図）を添付すること。
※他の国の負担又は補助を得て実施するものは本補助金の交付対象外（大熊町ゼロカーボン補助金交付要綱第3条）。県等の補助金においても国の補助を受けて運用されている場合もあるため、申請前に必ず確認すること。


設備概要　＜１．太陽電池モジュール＞
	①
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１枚あたりの公称最大出力
	
	W

	
	使用枚数
	
	枚

	
	公称最大出力合計
	
	kW

	②
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１枚あたりの公称最大出力
	
	W

	
	使用枚数
	
	枚

	
	公称最大出力合計
	
	kW

	③
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１枚あたりの公称最大出力
	
	W

	
	使用枚数
	
	枚

	
	公称最大出力合計
	
	kW




設備概要　＜２．パワーコンディショナー＞
	①
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１台あたりの定格出力
	
	kW

	
	台数
	
	台

	
	定格出力合計
	
	kW

	②
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１台あたりの定格出力
	
	kW

	
	台数
	
	台

	
	定格出力合計
	
	kW

	③
	機器番号
	
	

	
	メーカー名
	
	

	
	型式名
	
	

	
	１台あたりの定格出力
	
	kW

	
	台数
	
	台

	
	定格出力合計
	
	kW


※蓄電池専用パワーコンディショナーは記載しないこと。



事業の実施体制
本補助事業の申請者だけでなく、本事業に関係するステークホルダーを、図等を用いてわかりやすく、具体的に示すこと。
	







事業実施による地域貢献
　本補助事業の実施による町内の地域新電力会社のメリットや地域への貢献について記載すること。
	











事業実施に関する事項
＜事業実施の前提となる事項及び実施上問題となる事項＞

補助事業実施に当たって許認可（届出）、権利使用（又は取得）の必要なものについて、その取得等について記載すること。
また、実施上問題となる事項があれば、その内容と解決の見通しを記載すること。

	事項
	実施上問題となる事項の有無
	詳細

	環境に関する調査等
	有・無
	




	地元調整
	有・無
	




	用地確保
	有・無
	




	法規制に係る許認可
	有・無
	




	系統連系協議
	有・無
	




	その他
	有・無
	





※上記の項目を「有」とし、① 環境に関する調査等、② 地元調整、③ 法規制に係る許認可に該当事項がある場合は、その内容がわかる資料を添付すること。

設備の保守計画
　設備の保守計画について記載すること。
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スケジュール

＜　　年度＞
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



＜　　年度＞
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



年間のランニングコスト
導入する設備の法定耐用年数のランニングコストを記載すること。【事業実施期間：○年○月～○年○月】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	期間
	固定資産税
	メンテナンス/管理費
	機器修繕費
	保険料
	
	
	
	合計

	1年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	2年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	3年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	4年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	5年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	6年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	7年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	8年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	9年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	10年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	11年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	12年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	13年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	14年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	15年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	16年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	17年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


※必要に応じて行やページを増やして記入すること。



事業収支計画
ランニングコスト（B）には、前ページの合計額を記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
	期間
	収入
	支出
	損益累計
（A-B-C-D）

	
	予想発電量
(kWh/年)①
	売電単価
(円/kWh)②
	売電収入（A）
1 ×②
	ランニング
コスト（B）
	融資返済等（C）
	撤去・廃棄
費用（D）
	
	

	1年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	2年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	3年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	4年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	5年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	6年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	7年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	8年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	9年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	10年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	11年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	12年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	13年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	14年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	15年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	16年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	17年目
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	


※必要に応じて行や列、ページを増やして記入すること。
※予想発電量については、再エネ設備から供給される発電量の算出方法、シミュレーション結果等を記載した資料を添付すること。

